
牛乳摂取と冠動脈の石灰化進行リスクの関連性

　牛乳を飲むことで冠動脈石灰化の進行リスクが
増加する集団を探索するためにサブグループ解析
が行われました。年齢は 65 歳以上とそれ以下、性
別、BMI、腎機能低下、耐糖能異常（糖尿病の有無）、
高血圧などの項目で統計的解析を行った結果、男性
で牛乳を飲んでいる人は冠動脈の石灰化との間に
負の関連性がみられました。同じく、年齢が 64歳以
下と BMI が 25 ㎏ /m2 以下の場合に牛乳摂取と冠
動脈石灰化との間に負の関連性がみられました。し

心臓に酸素や栄養素を送る動脈は冠動脈です。この冠動脈にコレステロールなどが蓄積し、動脈硬化が起こり、さ
らにカルシウムが沈着して石灰化が起きます。冠動脈の石灰化が進行し、重症化すると、心筋梗塞を来します。前
号（Vol.5）で紹介したヨーロピアン・ジャーナル・オブ・ニュートリションに掲載された論文※1 では、動脈硬
化症の人のうち、牛乳を飲む人は、牛乳を飲まない人に比べて、冠動脈の石灰化（動脈硬化の最終像）の重症化や
進行度が低いことが報告されました。ここでは、引き続きこの論文のサブグループ解析と、牛乳に含まれる短鎖脂
肪酸が動脈硬化症の重症化や進行度の抑制に関連している可能性について解説します。

Vol.06 2021.2

A
C

A
D

E
M

IC
 R

E
S

E
A

R
C

H
 U

P
 D

A
T

E
　

V
O

L
.0

6

かし、そのほかの項目である腎機能低下や糖尿病、
高血圧の各サブグループにおいて有意な差はみら
れませんでした。
　わが国のJACCという機関の大規模コホート研究※２
でも、40～79 歳の日本人男女約 11 万人を調査し、
カルシウムを牛乳や乳製品から多く摂っているグ
ループは心筋梗塞や脳卒中による死亡リスクが低
いことが示されています。カルシウムには腎臓から
のナトリウム排泄を促す作用があるため、ナトリウ
ム排泄が血圧低下に作用し、脳卒中や心疾患を予防
する方向に作用したと考えられています。

牛乳の短鎖脂肪酸が冠動脈石灰化の進行抑制に働く

表 1 食品に含まれる脂肪酸（出典：J ミルク ファクトブック「乳脂肪のすべて」）

脂肪酸総量 100g あたりの脂肪酸量が、50％を超える脂肪酸 ◎、 20 ～ 50％の脂肪酸 ○、 10 ～ 20％の脂肪酸 △、 10％未満の脂肪酸●。
本表では短鎖脂肪酸を炭素数 4 ～ 6、中鎖脂肪酸を炭素数 8 ～ 12 として区分けしています。
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https://www.j-milk.jp/report/study/factbook_index.html

資料：文部科学省「日本食品標準成分表 2015 年版（七訂）」に基づいて算出



牛乳に含まれる脂肪酸が冠動脈の石灰化進行
抑制と関連

　牛乳の脂肪は多くの脂肪酸で構成されています。
代表的なものを表 1・表２に示します。牛乳には飽
和脂肪が含まれることから、肥満や脂質異常症など
の食事指導において低脂肪乳や無脂肪乳を推奨す
ることも行われてきました。しかし、飽和脂肪酸の
中には免疫機能の強化などで注目されている短鎖
脂肪酸が含まれています。主に私たちが食べている
米、魚、大豆には短鎖脂肪酸は含まれていません。
また牛乳には含まれていても、牛肉中には含まれて
いません。そのほかの食品と比べてみても、牛乳乳
製品のように短鎖脂肪酸が含まれている食品はあ
りません。
　牛乳乳製品は短鎖脂肪酸を豊富に含んでおり、
他の食品に比べてまんべんなく脂肪酸を摂取でき
ることから、脂肪酸のバランス調整に役立つ食品
です。
　この研究では、牛乳摂取と冠動脈石灰化の進行抑
制との間に何が作用しているのかについて酪酸、カ
プロン酸＊、カプリル酸との関連性を調べています。
　関連性は、媒介分析のソベル検定という統計手法
で行いました。その結果、カプロン酸が冠動脈石灰化
の進行抑制に関連している可能性が示されました。
＊カプロン酸…炭素が６つのヘキサン酸で、短鎖脂肪酸のひとつ。

普通牛乳は心臓保護食として有効か

　短鎖脂肪酸は全身の炎症を抑える働きや腸管にお
ける免疫調節などを行っていることで注目されてい
ます。世界中で短鎖脂肪酸の研究が進む中、短鎖脂肪
酸はさらに血圧調節という役割を果たしている可能
性も報告されています※４。
　今回、媒介因子分析によって、低脂肪／無脂肪乳に
はほとんど含まれず普通牛乳により多く含まれる短
鎖脂肪酸（とくにカプロン酸 )が、様々な炎症経路を
調節し、最終的には冠動脈の石灰化の進行抑制につ
ながることが示唆されました。
　したがって、低脂肪乳や無脂肪乳ではない普通牛
乳を心臓保護食として取り入れることが、将来的に
心臓病進行のリスクを最小限に抑える鍵となる可能
性があります。さらに、どのようなメカニズムで短鎖
脂肪酸が冠動脈の石灰化抑制効果をもたらすのか、
薬のような効果が期待できるのか、などについての
研究が進むことが期待されます。

　牛乳・乳製品摂取が私たちの健康に及ぼす影響は、古くから膨大な数の研究が国内外で行われてきました。これらの研究から、社会的に

も信頼度の高い学術誌に掲載された最新論文について、何が新しく、どのような乳の価値向上に貢献する研究なのかをわかりやすく解説

します。なお、本誌内容は Web サイトや発行物、各種媒体物等での転載を禁止といたします。
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ACADEMIC RESEARCH Up date とは

2020 年度生乳需要基盤確保事業 独立行政法人農畜産業振興機構 後援

（十文字学園女子大学アジアの栄養・食文化研究所 研究員 平川あずさ）
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表 2 食品成分 100g あたりの脂肪酸組成の比較  （ヘキサン酸はカプロン酸）
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（液状乳類）　普通牛乳

だいず [ その他 ] 豆乳
調製豆乳

（チーズ類）ナチュラル
チーズ　カマンベール

（チーズ類）ナチュラル
チーズ　パルメザン

（発酵乳 ・ 乳酸菌飲料）
ヨーグルト　全脂無糖

うし [ 交雑牛肉 ] リブ
ロース　脂身　生

人　乳

やぎ乳

食品名

単　位

水　分 脂　質
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グリセ
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※３より一部抜粋 
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